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資料４

１ 自転車ネットワーク計画の方向性（案）

２ 自転車ネットワークの路線選定の考え方

３ 整備形態、整備優先度設定の考え方
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１ 自転車ネットワーク計画の方向性（案）

【関連計画】

国：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（改定版）（令和6年6月）

東京都：東京都自転車通行空間整備推進計画（令和3年5月）

千代田区：自転車利用ガイドライン（平成25年12月）

（１）基本方針

• 国および東京都、千代田区の関連ガイドライン等を踏まえつつ、千代田区特有の地域特性や
道路環境を考慮した計画を目指す。

（２）計画の対象地域

• 区道を中心に千代田区全域を対象。
• 国道・都道との交差点についても、道路管理者である国や都と連携する。

（３）自転車ネットワーク路線の整備の流れ
➀自転車ネットワーク路線の選定

➁整備形態の選定

➂整備優先度の選定

➃フォローアップ

• 自転車ネットワーク路線の整備の流れは右図を想定。
• 計画には、ネットワーク路線、整備形態、整備優先度
の設定だけではなく、整備後のフォローアップまでを
考慮した計画とする。



• 国の「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（R6.6）」を参考に、自転車走行需要が高
く、安全性の配慮が必要と考える路線を千代田区の自転車ネットワーク路線候補として抽出。

• 国の自転車ネットワーク路線選定の項目（➀～⑨）を踏まえ、基準1～8を考慮した路線を選定。
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２ 自転車ネットワークの路線選定の考え方

（４）自転車ネットワーク路線選定の考え方

安全で快適な自転車利用環境創出ガイドラインに
おけるネットワーク路線の選定（R6.6）

千代田区における
自転車ネットワーク路線候補

具体的な視点

以下の①～⑨のような路線を適宜組み合わせて選定する

①地域内における自転車利用の主要路線としての役
割を担う、公共交通施設、学校、地域の核となる商
業施設やスポーツ関連施設など大規模集客施設、
観光拠点、主な居住地区等を結ぶ路線

【基準1】幹線性の高い区道（幅員13ｍ※以上の区間等）
【基準2】回遊を促す立寄り拠点間を繋ぐ道路
【基準3】幹線道路からの生活利用が想定される施設までのアクセス道路
※千代田区都市計画マスタープランにおける、地区内主要道路（地区レベル
の交通を集約的に処理する役割）と主要区画道路（地区内主要道路に集約
する役割）とを線引きする基準値

・幅員13ｍ※以上の区間
・回遊が期待される施設（観光マップ）
・関連HPの情報より把握
（区役所・出張所、図書館、総合病院、商業
施設、保育園・幼稚園、児童館、駐輪場）

➁通学路、病院や福祉施設の周辺など自転車と歩行
者の錯綜や自転車関連の事故が多い路線の安全
性を向上させるため、自転車通行空間を確保する
路線

【基準4】通学路指定のある道路
【基準5】区特有の自転車×歩行者事故が発生している区道

・通学路指定状況図（千代田区資料）
・警視庁交通事故統計情報（R2～R5）

➂自転車通学路の対象路線（中学校、高等学校、大
学等への接続路線）

－ －

➃地域の課題やニーズに応じて自転車の利用を促進
する路線

【基準7】シェアサイクル利用の多い道路
・シェアサイクルデータの経路分析にて把握
（ドコモバイクシェアデータ）

➄沿道で新たに施設立地が予定されており、自転車
の利用増加が見込まれる路線

－ －

⑥自転車道、自転車専用通行帯、自転車専用道路が
整備済である路線

【基準6】車道の自転車走行空間が整備されている区間
・自転車専用通行帯が整備されている区間
（千代田区資料）

⑦並行する道路の新設等に伴い自動車交通が転換
し、空間の再配分が可能な路線

－ －

⑧新設道路（自動車専用道路、歩行者専用道路を除
く）

－ －

⑨その他自転車ネットワークの連続性の確保や自転
車の活用を一層推進するために必要な路線

【基準８】基準1～8を補完する道路（連続性のある道路） ・路線状況を踏まえ追加
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選定項目別の路線【基準1】

出典：千代田区資料を基に作成

 

【基準1】幹線性の高い区道（幅員13ｍ※以上の区間等）

• 幅員が広く幹線性の高い区道へ自転車交通を通すために、13m以上※の区間を抽出。

【凡例】

交通機関（鉄道）

JR路線

道路路線

幅員13ｍ以上の区道

国道

都道

※千代田区都市計画マスタープランにおける、地区内主要道路（地区レベルの交通を集約的に処理する役割）と主要区画道路
（地区内主要道路に集約する役割）とを線引きする基準値
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選定項目別の路線【基準2】

【基準２】回遊を促す立寄り拠点間を繋ぐ道路

出典：千代田区HP、各自治体の自転車ネットワーク計画および整備図を基に作成

 

最高裁判所
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淡路町・須田町老舗街

聖橋

常磐橋
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東京国立近代美術館

昭和館

靖國神社

• 区内の観光施設、立寄り施設間の回遊を狙い、施設間を最短でつなぐ路線を抽出。
• 東京都及び隣接区の自転車ネットワーク路線等を踏まえ、区内へのアクセス路を抽出。

【凡例】

交通機関（鉄道）

JR路線

観光施設

歴史的建造物・史跡

神社・寺・教会

文化・エンターテインメント

ショッピングスポット

回遊施設間をつなぐ路線

隣接区との接続路線

隣接区の自転車ネットワーク計画等路線

東京ルーテルセンター教会

築土神社
高燈籠
(常燈明台)大村益次郎像

心法寺

聖イグナチオ教会
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中之門
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千鳥ヶ淵ボート場

九段会館テラス

牛ヶ淵
清水門

神保町
よしもと漫才劇場

三崎稲荷神社

カトリック神田教会

お玉ヶ池種痘所跡

丸石ビルディング

山梨中央銀行東京支店

太田姫稲荷神社
柳森神社

万世橋
秋葉原ラジオ会館

AKIBAカルチャーズZONE
ＡＫＢ４８劇場

遊就館

厚生労働省

有楽町マリオン

東京交通会館

東京會舘

第一生命日比谷ファースト

明治生命館

田安門

はとバス東京営業所

東京中央郵便局

スカイバス東京のりば

インターメディアテク

牛込見附

四谷見附

東京駅高速バスターミナル

ゴジラ像

憲政記念館

日本テレビ

帝国ホテル東京

千代田区観光案内所

デザインマンホール
(鉄腕アトム)

有楽町ガード下
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選定項目別の路線【基準3】

【基準3】幹線道路からの生活利用が想定される施設までのアクセス道路

出典：千代田区HP、国土数値情報を基に作成

 

• 区内の幹線道路である国道、都道、区道（13m以上）から、生活利用が想定される施設（病院、
保育園、公共施設、地域の核となる商業施設、駐輪場）までを最短でつなぐアクセス路を抽出。

【凡例】

交通機関（鉄道）

JR路線

関連施設

区役所・出張所

図書館

総合病院

地域の核となる商業施設（中規模スーパー）

保育園・幼稚園

児童館

一時利用駐輪場(コインパーキング式)

定期利用駐輪場（年間登録制）

自転車利用の需要が想定される施設を接続する区道

幹線道路

国道

都道

幅員13ｍ以上の区道
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選定項目別の路線【基準4】

【基準4】通学路指定のある道路

出典：国土数値情報を基に作成

 

• 通学路指定のある道路においては、自転車と歩行者の錯綜を防ぎ、安全性を向上させることが
必要であるため、自転車通行空間を確保する路線として抽出。

【凡例】

交通機関（鉄道）

JR路線

関連施設

区立小学校

通学路

区立和泉小学校

区立富士見小学校

区立番町小学校

区立千代田小学校

区立昌平小学校

区立麹町小学校

区立九段小学校

区立お茶の水小学校
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選定項目別の路線【基準5】

出典：R2～R5交通事故オープンデータ（警察庁）を基に作成

■自転車対歩行者の事故が集中して発生する路線・エリア

 

【基準５】区特有の自転車×歩行者事故が発生している区道

• 自転車関連事故の分析より、千代田区では自転車対歩行者事故の割合が多いことがわかる。
• そのため、自転車対歩行者事故に着目し、区道上で発生している区間を抽出。

【凡例】

交通機関（鉄道）

JR路線

自転車対歩行者事故 発生状況

区道

その他道路

4%

9%

10%

歩行者

15%

4%

10%

11%

自転車

5%

5%

5%

5%

二輪車

3%

80%

52%

50%

自動車

52%

6%

24%

24%

単独

25%

0%

0%

0%

列車他

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

東京都

23区

千代田区

歩行者 自転車 二輪車 自動車 単独 列車他

図 自転車関与事故の相手当事者割合 （令和2～5年）
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選定項目別の路線【基準6】

【基準６】車道の自転車走行空間が整備されている区間

• 国のガイドラインを踏まえ、自転車道、自転車専用通行帯、自転車専用道路が整備済である路
線を抽出する。千代田区においては、自転車専用通行帯の整備済区間を抽出。

 

出典：千代田区資料を基に作成

調整中

【凡例】

交通機関（鉄道）

JR路線

自転車走行区間整備状況

自転車ナビマーク・ナビライン（警視庁施工分を含む）

自転車専用通行帯(自転車レーン)

歩道(自転車走行空間【視覚的分離】)
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選定項目別の路線【基準7】

出典：ドコモバイクシェアの走行履歴データ（R6.4.10～4.16）を基に作成

■シェアサイクル利用件数（日当たり）

【基準7】シェアサイクル利用の多い道路

 

【凡例】
シェアサイクル利用件数上位

平日

休日

平日・休日重複

• 千代田区内を走行したシェアサイクルの走行履歴データを分析し、相対的に利用頻度の高い※

路線を抽出。自転車ネットワーク路線としては、平日・休日ともに利用の多い区間とする。

※ここでは、シェアサイクル交通量の偏差値が60以上の区間とした（上位15%程度）



• 国の「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（R6.6）」（以下、ガイドラインとする）では、
自転車ネットワーク路線に選定した路線に対して、交通状況を踏まえた整備形態として、「自転
車道」、「自転車専用通行帯」、「車道混在」の３種類から選定することになっている。

• 千代田区においては、国が示す３種類の整備形態を基本とし、今後整備を検討していく。
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３ 整備形態、整備優先度設定の考え方

（１）整備形態の考え方

図 交通状況を踏まえた整備形態の選定（完成形態）の考え方

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（R6）

• 国のガイドラインでは、整備優先度の設定において、「安全性」、「快適性」の向上や計画目標
の達成の観点から、その緊急度に応じて、優先度を設定することになっている。

• 千代田区においては、「安全性」、「自転車走行需要」、「ネットワークの連続性」等の観点より、
整備優先度を今後検討していく。

（２）整備優先度の考え方


